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１．緒 言 

 電気エネルギーは現代において必要不可欠なも

のであり，必要とされる電気エネルギーの需要は増

加していく一方である。一方，地球温暖化やエネ

ルギー枯渇などの問題も深刻となりつつある。電気

エネルギーをより有効的に利用するために余剰電

力の貯蔵が必要となってくる。電力を貯蔵するデバ

イスとして注目を浴びている素子が電気二重層キ

ャパシタ（EDLC: Electric Double Layer Capacitor）

である。EDLC はリチウムイオン電池等の科学電池

のように科学反応を伴わず電荷の物理的な吸着と

いう環境への負担が少ない方法で電気を貯蔵でき

る。また内部抵抗が低く熱が発生しにくいことから

寿命が長いという特徴を持つ[1]。しかし，EDLC の

公表されている寿命は常に満充電状態を維持し続

けた際の静電容量・内部抵抗の劣化であり[2]，実

際に回路に組み込んで使用した際には，公表され

ている寿命とは異なる可能性も考えられる。本研究

では充放電劣化試験装置を製作し，電気二重層

キャパシタを運用した際の劣化・寿命特性を探り，

予防・保全のための基礎データを得ることを目的と

する。 

２．研究のアプローチ 

 EDLCの寿命特性を解明するためには EDLCの

充放電を繰り返して劣化させる必要がある。そのた

めに，充放電劣化装置を製作した。充電・放電は

スイッチング電源を接続して行い，また，マイコンで

あらかじめ設定したしきい値の間で充放電は繰り

返される。EDLC に印加される電圧をデータロガー

で測定し，取得したデータを EDLC の特性を解析

するために使用する。一般的に EDLCの静電容量

が 20％低下した場合を寿命とされ，本研究では静

電容量 20％低下を目標として劣化させていく。試

験期間を短縮させるため，恒温槽を用いて熱加速

を行っている。 

 

 
図１ 充放電劣化装置 

３．結 果 

 表 1，図 2は試験開始 1日目から 48日目までの

静電容量の劣化の推移を示している。1 日目と 48

日目のデータを比較して EDLC の静電容量の劣

化は約 4％であることを確認できた。 

 

表 1 EDLCの静電容量の比較 

測定日数[日] 静電容量 C[F] 

1 376.872 

9 380.654 

31 370.467 

42 370.255 

48 358.634 

 

 
図 2 静電容量劣化の推移 

 

４．結 論 

 本研究で製作した充放電劣化装置を用いて試験

を行った結果，EDLC の静電容量の低下を確認す

ることができた。しかし，充放電劣化装置の製作に

時間を費やしてしまい，試験期間に十分な時間を

確保できなかったため，目標値である静電容量

20％低下の到達に至らず，約 4％の劣化に留まっ

た。この事からEDLCの静電容量の長さを表してい

ると同時に，引き続き実験を行わなければならない

ことを表している。 

５．今後の発展 

 充放電劣化のための基礎は本研究で組み上が

っているため，同じ条件下で試験を継続させていく

予定である。 
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